
第
46
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
、

5
月
12
日
、
初
夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差

し
の
中
、
横
須
賀
市
の
神
奈
川
県
立
観
音

崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」
の
前
で
、
全

国
各
地
か
ら
ご
遺
族
を
は
じ
め
立
法
お
よ

び
行
政
関
係
者
、
海
事
関
係
団
体
な
ら
び

に
業
界
代
表
者
、
約
5
0
0
人
が
参
列
し

盛
大
に
執
り
行
わ
れ
た
。

式
典
に
先
立
ち
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀

音
楽
隊
に
よ
る「
真
白
き
富
士
の
嶺
」「
椰

子
の
実
」
「
千
の
風
に
な
っ
て
」
の
曲
が
、

お
ご
そ
か
に
演
奏
さ
れ
る
と
、
参
列
者
は

静
か
に
聴
き
入
っ
た
。

式
典
は
午
前
11
時
に
は
じ
ま
り
、
国
家

斉
唱
、
黙
と
う
に
続
き
、
会
長
式
辞
、
内

閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞
が
捧
げ
ら
れ
た
。

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
、

海
に
殉
じ
た
人
々
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
（
鎮

魂
曲
）
『
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
』
が
演

奏
さ
れ
る
な
か
、
会
長
、
遺
族
代
表
、
海

事
振
興
連
盟
、
各
界
代
表
に
続
い
て
参
列

者
全
員
が
白
菊
を
供
え
、
戦
没
・
殉
職
船

員
の
御
霊
の
鎮
魂
と
海
洋
永
遠
の
平
和
を

願
っ
て
、
祈
り
を
捧
げ
た
。

東
京
湾
口
を
望
む
「
戦
没
船
員
の
碑
」

の
式
場
で
、
観
世
一
門
に
よ
る
能
楽
「
海

霊
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

今
年
は
先
の
大
戦
が
終
結
し
て
70
年
と

い
う
節
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
戦

争
に
お
い
て
は
、
軍
人
以
外
の
人
々
も
含

め
、誠
に
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

平
和
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
社
会
の
様
々
な

分
野
で
有
意
義
な
人
生
を
送
っ
た
で
あ
ろ

う
人
々
が
命
を
失
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
非
常
に
心
が
痛
み

ま
す
。

軍
人
以
外
に
戦
争
に
よ
っ
て
生
命
に
か

か
わ
る
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
人
々
と
し

て
、
民
間
の
船
の
船
員
が
あ
り
ま
す
。
将

来
は
外
国
航
路
の
船
員
に
な
る
こ
と
も
夢

見
た
人
々
が
、
民
間
の
船
を
徴
用
し
て
軍

人
や
軍
用
物
資
な
ど
を
の
せ
る
輸
送
船
の

船
員
と
し
て
働
き
、
敵
の
攻
撃
に
よ
っ
て

命
を
失
い
ま
し
た
。日
本
は
海
に
囲
ま
れ
、

海
運
国
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
小
さ
い
時
、
船
の
絵
葉
書
を
見
て

楽
し
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら

の
船
は
、
病
院
船
と
し
て
残
っ
た
氷
川
丸

以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
海
に
沈
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
後
に
知
り
ま
し
た
。

制
空
権
が
な
く
、
輸
送
船
を
守
る
べ
き

軍
艦
な
ど
も
な
い
状
況
下
で
も
、
輸
送
業

務
に
携
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
船

員
の
気
持
ち
を
本
当
に
痛
ま
し
く
思
い
ま

す
。今

年
の
6
月
に
は
第
45
回
戦
没
・
殉
職

船
員
追
悼
式
が
神
奈
川
県
の
戦
没
船
員
の

碑
の
前
で
行
わ
れ
、
亡
く
な
っ
た
船
員
の

こ
と
を
思
い
、
供
花
し
ま
し
た
。（
抜
粋
）

天
皇
陛
下
は
、
平
成
27
年
12
月
23
日
、
82
歳
の
誕
生
日
に
先
立
ち
、
宮
内
庁
の
記

者
会
見
で
、
戦
後
70
年
の
節
目
に
当
た
り
『
こ
の
1
年
を
振
り
返
る
と
、
様
々
な
面

で
先
の
戦
争
の
こ
と
を
考
え
て
過
ご
し
た
1
年
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
年
々
、

戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が
増
加
し
て
い
き
ま
す
が
、
先
の
戦
争
の
こ
と
を
十
分
に
知

り
、
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
日
本
の
将
来
に
と
っ
て
極
め
て
大
切
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。
』
と
し
て
、
先
の
大
戦
で
軍
に
徴
用
さ
れ
た
民
間
船
員
が
多
数
犠
牲
に
な

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
声
を
震
わ
せ
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
お
誕
生
日
に
際
し

天
皇
陛
下
の
お
言
葉

〇
三‐

三
二
三
四‐

〇
六
六
二

〇
三‐

三
二
三
四‐

〇
六
八
二

海
洋
永
遠
の
平
和
を

第
４６
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

第45回追悼式で供花される
天皇皇后両陛下
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第42号
平成28年
8月1日

お知らせ

第 42 号 平成28年8月1日

１

潮 騒



真
夏
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
、
横
須
賀
市
観
音
崎
の
戦
没
船
員

の
碑
で
、
植
村
保
雄
理
事
長
の
開
式
の
辞

に
続
い
て
国
歌
斉
唱
の
後
、「
国
の
鎮
め
」

の
演
奏
に
あ
わ
せ
、
戦
没
・
殉
職
船
員
6

万
3
6
1
1
名
の
鎮
魂
と
永
久
の
平
和
を

祈
念
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
た
。

顕
彰
会
を
代
表
し
て
、
芦
田
昭
充
会
長

が
式
辞
を
、
国
を
代
表
し
て
内
閣
総
理
大

臣
追
悼
の
辞
を
国
土
交
通
省
の
若
林
陽
介

海
事
局
次
長
が
代
読
し
た
。

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

第
46
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式

◎
式

辞

芦
田
昭
充
会
長

本
日
こ
こ
に
、
第
46
回
戦
没
・
殉
職
船

員
追
悼
式
を
執
り
行
う
に
あ
た
り
、
全
国

各
地
か
ら
斯
く
も
多
く
の
、
ご
遺
族
を
は

じ
め
関
係
者
の
方
々
の
ご
参
列
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

年
も
ま
た
、
戦
没
船
員
の
碑
に
あ
ら

た
に
戦
没
船
員
34
人
、
殉
職
船
員
1
人
の

名
簿
を
奉
安
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
先
の
大
戦
で
犠
牲
と
な
っ
た
戦
没
船
員

6
万
6
4
3
人
と
海
難
な
ど
に
よ
り
殉
職

さ
れ
た
船
員
2
9
6
8
人
の
尊
い
御
霊

が
、
安
ら
か
に
眠
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

昨
年
の
第
45
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼

式
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を
賜

り
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
は
82
歳
の
お
誕
生
日
に
際

し
、
「
制
空
権
が
な
く
、
輸
送
船
を
守
る

べ
き
軍
艦
な
ど
も
な
い
状
況
下
で
も
、
輸

送
業
務
に
携
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
船
員
の
気
持
ち
を
本
当
に
痛
ま
し
く
、

追
悼
式
で
は
亡
く
な
っ
た
船
員
の
こ
と
を

思
い
、
供
花
し
ま
し
た
」
と
お
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
遺
族
の
長
年
の
労
苦

へ
の
、
陛
下
の
御
心
と
思
わ
れ
ま
す
。

今
日
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
、
海
洋

国
家
日
本
と
し
て
、
平
和
と
繁
栄
を
享
受

で
き
て
い
る
の
は
、
志
半
ば
で
海
に
散
っ

た
戦
没
船
員
と
、
わ
が
国
の
復
興
を
支
え

た
、
海
運
・
水
産
業
で
、
不
幸
に
し
て
そ

の
職
に
殉
じ
ら
れ
た
船
員
の
尊
い
犠
牲
の

う
え
に
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
、
深
く
哀
悼
の
誠

を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
か
け
が
え
の
な
い

肉
親
を
失
い
、
言
い
知
れ
ぬ
苦
難
の
日
々

を
送
っ
て
こ
ら
れ
た
、
ご
遺
族
の
方
々
の

労
苦
と
心
情
に
思
い
を
い
た
し
、
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

伝
え
る
と
と
も
に
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の

御
霊
の
慰
霊
・
顕
彰
と
海
洋
国
家
日
本
の

永
久
の
平
和
と
安
全
を
祈
念
し
て
い
く
こ

と
を
、
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

安
ら
か
に
ね
む
れ

わ
が
友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に

こ
の
碑
に
刻
ま
れ
た
言
葉
を
、
参
列
者

の
皆
様
と
と
も
に
6
万
3
千
余
の
御
霊
に

捧
げ
、
本
会
を
代
表
し
て
の
式
辞
と
い
た

し
ま
す
。

観音崎公園

◎
内
閣
総
理
大
臣
追
悼
の
辞

若
林
陽
介
国
土
交
通
省
海
事
局
次
長
代
読

第
46
回
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
る
に
当
た

り
、
戦
没
・
殉
職
船
員
の
方
々
の
御
霊
に

対
し
、
謹
ん
で
追
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

先
の
大
戦
に
お
い
て
は
、祖
国
を
思
い
、

家
族
を
案
じ
た
、
6
万
人
余
り
の
船
員
の

方
々
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
戦
後

も
、
海
難
事
故
や
労
働
災
害
に
よ
り
2
千

9
百
人
を
超
え
る
船
員
の
方
々
が
そ
の
職

に
殉
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
に
お
い
て
は
、
海
と
共
に
生
き
る

多
く
の
方
々
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
に
冠
た
る
海
洋
国
家
で
あ
る
我
が

国
に
お
い
て
、
今
日
、
私
た
ち
が
享
受
す

る
平
和
と
繁
栄
は
、
海
に
関
わ
る
多
く
の

方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を
、

私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。
祖
国
の

未
来
を
想
い
、
蒼
海
に
眠
る
船
員
の
方
々

の
御
霊
の
御
前
で
、
恒
久
の
平
和
と
海
上

交
通
の
安
全
に
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま

す
こ
と
を
、
こ
こ
に
改
め
て
お
誓
い
い
た

し
ま
す
。
御
遺
族
の
皆
様
の
深
い
悲
し
み

に
思
い
を
致
す
と
と
も
に
、
戦
没
・
殉
職

船
員
の
方
々
の
安
ら
か
な
眠
り
を
心
か
ら

お
祈
り
し
ま
す
。
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海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
る
鎮

魂
曲
「
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
」
が
お
ご

そ
か
に
演
奏
さ
れ
る
な
か
、
献
花
が
行
わ

れ
た
。
顕
彰
会
を
代
表
し
て
芦
田
昭
充
会

長
（
写
真
①
）
に
続
い
て
、
ご
遺
族
を
代

表
し
て
戦
没
船
員
遺
族
の
、
栗
田
達
雄
さ

ん
と
北
村
禮
子
さ
ん
、
殉
職
船
員
遺
族
の

藤
原
孝
士
さ
ん
と
小
野
寺
麗
子
さ
ん
が
白

菊
を
捧
げ
た
。
（
写
真
②
）

◎
来
賓
・
各
界
代
表
献
花
者（
敬
称
略
）

栗
田

達
雄
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

北
村

禮
子
（
戦
没
船
員
遺
族
代
表
）

藤
原

孝
士
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

小
野
寺
麗
子
（
殉
職
船
員
遺
族
代
表
）

髙
木

義
明
（
海
事
振
興
連
盟
副
会
長
衆
議
院
議
員
）

衛
藤
征
士
郎
（
海
事
振
興
連
盟
会
長

衆
議
院
議
員
名
代
神
田
信
浩
）

漆
原

良
夫
（
海
事
振
興
連
盟
副
会
長

衆
議
院
議
員
名
代
澁
谷
朗
）

若
林

陽
介
（
国
土
交
通
省
海
事
局
次
長
）

小
田

和
之
（
日
本
船
主
協
会
副
会
長
）

藤
岡

宗
一
（
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会

審
議
役
）

長
岡

英
典
（
大
日
本
水
産
会
常
務
理
事
）

森
田

保
己
（
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長
）

酒
井
智
代
子
（
全
国
海
友
婦
人
会
会
長
）

吉
田

雄
人
（
横
須
賀
市
長
）

青
木

秀
介
（
横
須
賀
市
議
会
副
議
長
）

市
田

明
子
（
神
奈
川
県
横
須
賀
土
木
事
務
所

副
所
長
）

千
葉

証
（
神
奈
川
県
浦
賀
警
察
署
長
）

堂
下

哲
郎
（
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
）

宮
野

直
昭
（
海
上
保
安
庁

第
三
管
区
海
上
保
安
本
部
長
）

松
浦

数
雄
（
国
土
交
通
省
海
難
審
判
所
長
）

濱
本

宏
（
運
輸
安
全
委
員
会
事
務
局

横
浜
事
務
所
長
）

野
崎

哲
一
（
海
技
教
育
機
構
理
事
長
）

竹
内

俊
郎
（
東
京
海
洋
大
学
長
）

◎
式
電
を
い
た
だ
い
た
方
（々
敬
称
略
）

甘
利

明
（
衆
議
院
議
員
）

大
畠

章
宏
（
衆
議
院
議
員
）

石
井

淳
子
（
厚
生
労
働
省

社
会
・
援
護
局
長
）

武
居

智
久
（
防
衛
省

海
上
幕
僚
長
）

武
田

廣
（
神
戸
大
学
長
）

新
田

保
次
（
鳥
羽
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

木
村

隆
一
（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
長
）

山
内

守
武
（
福
岡
海
寿
会
会
長
）

献
花
を
捧
げ
る

左から若林さん、澁谷さん
神田さん、髙木さん

左から森田さん、酒井さん

左から宮野さん、堂下さん

献花を捧げる芦田会長

①

左から長岡さん、藤岡さん
小田さん

左から千葉さん、市田さん
青木さん、吉田さん

左から竹内さん、野崎さん
濱本さん、松浦さん

左から、ご遺族の小野寺さん、藤原さん
北村さん、栗田さん

②

浦賀水道を行き交う船を望み、献花する
参列者の皆さん
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真
夏
日
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
の
中

で
の
追
悼
式
を
終
え
て
、
参
列
者
は
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
で
、
ま
た
足
腰
の
健
康
な
方
々

は
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
徒
歩
で
懇
親
会

場
の
観
音
崎
京
急
ホ
テ
ル
に
移
動
し
、
目

の
前
に
広
が
る
日
本
の
海
の
大
動
脈
、
浦

賀
水
道
航
路
を
行
き
交
う
船
を
眺
め
な
が

ら
恒
例
の
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

の
芦
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
内

田
傑
国
土
交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
に
よ

り
「
御
霊
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
と
ご
遺

族
の
末
永
い
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
献
杯
」

の
ご
発
声
に
よ
り
、
遺
族
の
方
々
を
は
じ

め
関
係
者
ら
が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
和

や
か
に
歓
談
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

戦
没
・
殉
職
船
員
の
御
霊
に
献
杯

終
戦
記
念
日
献
花
式

お
知
ら
せ

公
益
財
団
法
人
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

電
話

0
3‐

3
2
3
4‐

0
6
6
2

終
戦
記
念
日
（
8
月
15
日
）
に
観

音
崎
公
園
「
戦
没
船
員
の
碑
」
で
献

花
式
を
行
い
ま
す
。
ご
案
内
す
る
の

は
、当
会
役
員
な
ど
約
60
人
で
す
が
、

ど
な
た
で
も
参
列
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
参
列
さ
れ
る
場
合
は
、
バ
ス

等
の
関
係
か
ら
顕
彰
会
に
必
ず
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

▽
午
前
11
時
20
分
観
音
崎
京
急
ホ

テ
ル
集
合
▽
同
30
分
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
戦
没
船
員
の
碑
へ
▽
同
50
分
慰
霊

碑
の
献
花
台
前
に
整
列
▽
「
全
国
戦

没
者
追
悼
式
」
の
ラ
ジ
オ
実
況
放
送

に
合
わ
せ
て
総
理
大
臣
式
辞
▽
12
時

黙
と
う
、
戦
没
船
員
の
御
霊
を
追
悼

し
、海
洋
永
遠
の
平
和
を
誓
い
ま
す
。

▽
同
02
分
天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
聞

き
、
閉
式
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
観
音

崎
京
急
ホ
テ
ル
へ
戻
っ
て
昼
食
・
解

散
と
な
り
ま
す
。

服
装
は
、
白
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
黒
ネ

ク
タ
イ
の
軽
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

例
年
、
役
職
員
の
ほ
か
、
海
事
関

係
者
や
当
会
役
員
経
験
者
な
ど
40
人

余
が
参
列
し
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま

す
。

内田傑国土交通省大臣官房審議官の献杯のご発声により和やかな懇親会がはじまった

懇親会であいさつする芦田会長
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■
北
村
禮
子
さ
ん

（
東
京
都
）15

年
前
か

ら
追
悼
式
典

に
出
席
し
て

い
ま
す
。
父

・
船
橋
繁
男

は
大
阪
商
船

の「
九
州
丸
」

で
昭
和
17
年

10
月
に
空
襲

を
受
け
亡
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
神
戸

で
、
私
は
8
才
で
し
た
が
、
出
港
の
前
の

晩
に
父
が
会
い
に
来
て
く
れ
て
、
父
が
私

の
体
を
ギ
ュ
ッ
と
抱
き
し
め
て
く
れ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

■
石
丸
暢
子
さ
ん

（
長
崎
県
）今

回
初
め

て
参
加
し
ま

し
た
。
父
・

川
口
二
生
は
、

浅
野
物
産
の

紀
洋
丸
に
乗

船
し
、
昭
和

19
年
1
月
4

日
に
ボ
ル
ネ

オ
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
兵
庫
県

相
生
市
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
父
と
同
じ

船
の
方
に
会
え
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
い
、

長
崎
か
ら
来
ま
し
た
。
（
こ
の
後
、
石
丸

さ
ん
は
崙
山
丸
の
遺
族
、
飯
田
尚
世
さ
ん

と
お
話
し
さ
れ
た
。
）

■
岡
靖
晃
さ
ん
・
奥
様
の
ト
モ
子
さ
ん

（
横
須
賀
市
）

今
回
初
め

て
の
参
加
で

す
。
現
在
は

横
須
賀
に
住

ん
で
い
ま
し

て
、
観
音
崎

公
園
に
は
よ

く
き
て
い
た

の
で
す
が
、
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
昨
年
の
テ
レ
ビ
放
送
で
知
り
ま

し
た
。
そ
れ
で
殉
職
船
員
顕
彰
会
に
問
い

合
わ
せ
、
父
・
岡
政
雄
（
澤
山
汽
船
の
第

5
東
洋
丸
の
機
関
長
）
が
、
第
5
東
洋
丸

に
乗
船
し
て
昭
和
19
年
2
月
に
和
歌
山
県

梶
取
崎
南
沖
で
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
に
よ

り
沈
没
し
た
と
い
う
詳
細
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

■
紅
林
道
也
さ
ん

（
藤
枝
市
）今

回
初
め

て
の
参
加
。

叔
父
の
紅
林

甲
子
二
が
、

日
本
郵
船
の

「
道
後
丸
」

に
乗
船
し
21

歳
で
な
く
な

り
ま
し
た
。

昨
年
の
追
悼
式
典
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

殉
職
船
員
顕
彰
会
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
、
叔
父
が
こ
の
観
音
崎
に
奉
安
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
、
手
を
合
わ
せ
に
き
ま
し

た
。

■
首
藤
ク
ニ
さ
ん

（
川
崎
市
）追

悼
式
典

に
は
初
め
て

参
加
し
ま
す
。

昨
年
、
横
浜

で
開
催
さ
れ

た
殉
職
船
員

顕
彰
会
主
催

の
大
久
保
画

伯
展
を
見
た

と
き
に
、
こ
の
追
悼
式
典
の
こ
と
と
父
・

伊
藤
祐
賢
が
亡
く
な
っ
た
時
の
詳
細
（
父

は
日
本
サ
ル
ベ
ー
ジ
の
「
三
保
丸
」
の
通

信
士
で
、
昭
和
19
年
9
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
セ
ブ
島
で
空
襲
を
受
け
て
亡
く
な
り
ま

し
た
）
を
お
し
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
飯
田
尚
世
さ
ん

（
東
京
都
）今

回
初
め

て
の
参
加
で

す
。
父
・
眞

柳
照
乎
は
崙

山
丸
の
機
関

長
で
、
昭
和

19
年
2
月
に

徳
之
島
で
被

雷
し
亡
く
な

り
ま
し
た
。
昨
年
、
父
が
青
春
時
代
を
過

ご
し
た
神
戸
の
商
船
大
学
（
現
在
の
神
戸

大
学
）
を
訪
ね
、
戦
没
船
資
料
の
展
示
を

見
て
、
こ
の
追
悼
式
典
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
は
海
上
慰
霊
を
す
る
こ
と

が
一
番
の
望
み
で
す
。

■
松
本
ア
サ
ヱ
さ
ん
・
お
孫
さ
ん
の
和
也

さ
ん
が
同
行

（
加
古
川
市
）

昨
年
、
神

戸
の
知
人
か

ら
教
え
て
い

た
だ
き
、
こ

の
追
悼
式
典

を
知
り
ま
し

た
。
初
め
て

の
参
加
で
す
。

夫
・
松
本
敏

行
は
三
井
船
舶
の
「
白
根
山
丸
」
に
乗
船

し
て
、
昭
和
19
年
10
月
、
ブ
ス
ア
ン
ガ
島

沖
で
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
で
亡
く
な
り

ま
し
た
。

■
津
田
芳
子
さ
ん

（
兵
庫
県
揖
保
郡
）

今
回
初
め

て
の
参
加
で

す
。
昨
年
、

テ
レ
ビ
で
追

悼
式
典
の
報

道
を
見
て
、

殉
職
船
員
顕

彰
会
に
問
い

合
わ
せ
て
、

こ
の
追
悼
式
典
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
父
・
楢
崎
保
郎
は
大
阪
商
船
の
「
熱

河
丸
」
に
乗
船
し
、
昭
和
18
年
11
月
に
米

潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
亡
く
な
り
ま

し
た
。
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追
悼
式
典
の
運
営
に
は
大
勢
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
ご
支
援
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
第
46
回
追
悼
式
に
は
、
海
事
関
係
15

団
体
35
人
と
個
人
協
力
者
7
人
に
顕
彰
会

ス
タ
ッ
フ
4
人
を
加
え
た
46
人
が
携
わ
り

ま
し
た
。

追
悼
式
前
日
は
、
風
が
強
く
小
雨
が
ぱ

ら
つ
く
空
模
様
で
、天
候
を
心
配
し
た
が
、

当
日
は
夏
日
を
思
わ
せ
る
強
い
日
差
し
と

暑
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
が
生
か
さ
れ
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
滞

り
な
く
挙
行
し
ま
し
た
。皆
様
の
ご
支
援
、

ご
協
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

今
回
も
実
行
委
員
の
皆
様
か
ら
、
次
回

に
つ
な
げ
る
ご
意
見
・
要
望
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
荒
谷
秀
治
さ
ん
（
個
人
協
力
者
）

今
年
は
予
定
終
了
時
間
が
約
1
時
間

位
、
延
び
た
追
悼
式
に
な
り
ま
し
た
。

参
拝
者
が
昨
年
12
月
の
天
皇
誕
生
日
記

者
会
見
で
の
天
皇
陛
下
の
亡
き
船
員
に
つ

い
て
の
御
言
葉
を
胸
中
に
込
め
て
献
花
さ

れ
た
た
め
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
も
会
場
車
両
係
を
し
ま
し
た
が
、

会
場
付
近
を
散
歩
さ
れ
て
い
る
方
が
口
々

に
「
ご
苦
労
様
で
す
」
の
声
を
掛
け
て
頂

き
追
悼
式
が
認
知
さ
れ
た
と
思
い
ま
す

（
以
前
は
何
が
あ
る
の
と
の
質
問
が
多
か

っ
た
）
。
ま
た
、
慰
霊
式
典
終
了
後
の
懇

親
会
場
で
の
対
応
係
を
し
ま
し
た
。
以
前

は「
早
く
こ
の
追
悼
式
を
知
っ
て
い
れ
ば
」

の
声
が
多
か
っ
た
が
、
今
は
顕
彰
会
へ
の

感
謝
の
言
葉
と
、
こ
れ
か
ら
も
毎
回
参
加

し
た
い
と
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
を
大
事
に
思
っ
て
お
ら
れ

る
遺
族
な
ら
び
に
関
係
者
各
位
、
準
備
に

当
た
ら
れ
た
顕
彰
会
の
方
々
に
多
少
と
も

御
手
伝
い
が
出
来
た
こ
と
に
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

■
佐
藤

周
さ
ん
（
全
日
本
海
員
組
合
）

今
回
初
め
て
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
遺
族

や
ご
親
族
の
方
々
が
ご
高
齢
に
な
ら
れ
て

お
り
、
大
変
な
思
い
を
し
て
で
も
参
加
さ

れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
家
族
を
失
っ
た
悲

し
み
を
今
で
も
強
く
持
っ
て
お
ら
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
察
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
肉
親
を
失
う
こ
と
は

辛
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
、
そ
の
悲
し
み
を
生
み
出
し
た
船
員
の

徴
用
は
二
度
と
起
き
て
は
ほ
し
く
な
い
と

同
時
に
感
じ
ま
し
た
。

戦
争
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
い
る

私
に
と
っ
て
、
そ
の
当
時
を
思
い
、
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
追
悼
す
る
こ
の
よ

う
な
式
典
に
関
わ
れ
た
こ
と
を
あ
り
が
た

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
時
が
経
つ
に
つ
れ

戦
争
を
経
験
さ
れ
た
方
が
少
な
く
な
っ
て

い
く
中
で
、
戦
争
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
の
式
典
を
今
後
も
行
わ
れ
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■
小
林
悠
登
里
さ
ん
（
東
京
海
洋
大
学
）

私
は
今
回
初
め
て
追
悼
式
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
分
か
ら
な
い
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
し
た
が
、
他
の
委
員
の
方
に
助
け
て
頂

い
て
無
事
式
典
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

実
行
委
員
と
し
て
参
加
す
る
ま
で
は
追

悼
式
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
も
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
実
行
委
員
を
経

て
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。前
日
は
天
候
も
悪
く
、

当
日
は
電
車
が
遅
延
し
た
り
と
本
当
に
参

加
者
が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
考
え
て

い
ま
し
た
が
、
高
齢
の
方
や
遠
方
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
に

多
く
の
人
が
来
場
さ
れ
、
こ
の
式
典
の
持

つ
意
味
と
言
う
の
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
私
自
身
は
商
船
大
学
を
前
身
と
す
る

東
京
海
洋
大
学
の
学
生
で
あ
り
な
が
ら
、

戦
時
下
に
お
い
て
こ
れ
程
た
く
さ
ん
の
船

員
の
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
す

ら
知
ら
ず
に
い
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
も

感
じ
ま
し
た
。
今
回
は
遺
族
の
受
付
担
当

と
し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
や
は
り
ご
高
齢
の
方
が
多
い
と
い

う
印
象
を
受
け
、
自
分
の
よ
う
な
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
の
人
間
が
事
実
を
知
ろ
う

と
し
、
関
心
を
抱
く
こ
と
に
意
義
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
の
一
端
に
携

わ
っ
た
人
間
と
し
て
、
戦
争
の
記
憶
、
そ

し
て
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
多
く

の
船
員
の
活
躍
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
伝
承
し
て
い
く

こ
と
が
自
分
が
出
来
る
、
ま
た
果
た
し
て

い
く
べ
き
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

数
々
の
船
舶
が
行
き
か
う
美
し
い
海
に

臨
む
追
悼
の
碑
を
目
の
前
に
し
た
光
景
は

と
て
も
穏
や
か
で
、
深
く
印
象
に
残
っ
て

い
ま
す
。

今
回
こ
の
よ
う
な
場
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今

後
も
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
携
わ
ら
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
は
関
係
団
体
と
個
人
協
力
者
の
支
援
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す

実行委員の皆さん
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■
藤
田
信
輔
さ
ん
（
東
京
海
洋
大
学
）

今
回
は
昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ
り
確
実
に
、
素

早
く
入
り
口
の
車
両
管
理
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
前
回
の
経
験
か
ら
全
体
の

流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

微
力
な
が
ら
事
務
局
の
皆
様
の
お
手
伝
い

に
回
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

前
回
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
た

と
き
は
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
私
た
ち
の

Ｏ
Ｂ
の
方
々
を
含
む
、
船
員
の
方
々
を
弔

う
気
持
ち
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
年
の
2
月
に
顕
彰
会
の
船
員
の
戦
争

体
験
談
聞
き
取
り
事
業
に
携
わ
ら
せ
て
頂

き
、
戦
争
中
に
船
員
を
な
さ
れ
て
い
た
方

の
お
話
を
聞
く
中
で
、
追
悼
式
は
戦
争
を

乗
り
越
え
た
人
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

思
い
を
伝
え
る
場
所
で
も
あ
る
と
思
う
よ

う
に
も
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
追
悼
式
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
、

思
い
を
伝
え
る
お
手
伝
い
が
出
来
た
か
と

思
い
ま
す
。

学
生
の
身
分
で
こ
の
よ
う
な
大
切
な
式

典
の
実
行
委
員
を
毎
年
担
わ
せ
て
頂
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
、
一
度
も
式
典
の
様
子
を
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
次
回
か
そ
の
次
の
機

会
に
で
も
見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

■
佐
田
昌
弘
さ
ん
（
海
洋
会
）

こ
の
度
は
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。
事
前
の
役
割
分
担
と
そ
の
作
業

の
概
要
説
明
が
あ
り
、
資
料
が
準
備
さ
れ

て
い
た
為
本
番
で
も
出
来
る
だ
ろ
う
と
の

感
想
を
持
っ
た
。
し
か
し
、
本
番
は
、
戸

惑
う
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

そ
こ
は
、
経
験
豊
富
な
顕
彰
会
の
事
務

局
が
担
当
割
を
「
経
験
者
＋
新
人
」
で
行

っ
て
い
た
の
で
安
心
感
は
あ
っ
た
。
実
際

に
受
付
を
開
始
し
て
み
て
そ
の
通
り
だ
な

と
実
感
し
た
次
第
。

私
は
、
一
般
受
付
を
拝
命
し
た
が
、
ペ

ア
ー
を
組
ん
だ
東
京
海
洋
大
の
学
生
さ
ん

が
海
事
普
及
会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
か

ら
今
後
の
海
洋
会
の
交
流
に
大
い
に
役
立

つ
機
会
を
得
ら
れ
た
こ
と
は
幸
甚
で
し

た
。一

方
で
、
お
客
様
と
の
交
流
と
云
う
面

で
は
、
如
何
と
も
し
難
い
な
と
感
じ
た
。

但
し
、年
配
の
女
性
の
ご
遺
族
の
方
が
、

学
生
に
「
帽
子
の
校
章
は
神
戸
、
東
京
と

同
じ
な
の
？
」
と
お
声
を
か
け
て
お
ら
れ

た
の
で
、
「
神
戸
は
、
こ
の
ネ
ク
タ
イ
ピ

ン
（
私
は
神
戸
の
出
身
な
の
で
）
で
す
よ
」

と
お
見
せ
し
た
と
こ
ろ
喜
ん
で
お
ら
れ
た

の
で
、
ほ
ん
の
少
し
で
暖
か
な
心
持
に
な

っ
た
。

今
回
は
そ
の
思
い
を
胸
に
実
行
委
員
の

仕
事
を
終
え
た
い
と
思
う
。

来
年
も
そ
の
方
に
お
会
い
で
き
れ
ば
と

思
い
な
が
ら
。

■
大
類
健
三
郎
さ
ん
（
日
本
船
長
協
会
）

石
碑
に
刻
ま
れ
た
「
安
ら
か
に

ね
む

れ

わ
が
友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し

え
に
」
の
碑
文
を
見
な
が
ら
、
海
に
命
を

散
ら
し
た
御
霊
に
思
い
を
馳
せ
、
厳
か
な

心
境
に
な
り
ま
し
た
。
先
人
達
の
残
し
て

下
さ
っ
た
平
和
な
海
を
い
つ
ま
で
も
守
ら

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
他
の
実
行
委
員
の
方
々
と
お
近

づ
き
に
な
れ
て
、
炎
天
下
の
中
、
一
緒
に

汗
を
流
し
た
り
、
会
食
し
た
り
、
展
望
露

天
風
呂
で
語
っ
た
り
、
楽
し
い
思
い
出
を

作
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
に
選
ん
で
頂
い
た
お
陰
で
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
誠
に
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
も
ま
た
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

▼
横
須
賀
海
洋
少
年
団（
９
人
）
▼
東
京
海
洋
大
学
海
事
普
及
会（
７
人
）
▼
全
日
本
海
員
組
合
本
部（
４
人
）
▼
全
日
本
海
員
組
合
関
東
地
方
支
部「
海
友
会
」（
２
人
）・「
木
洋
会
」（
２
人
）

▼
日
本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会（
２
人
）
▼
日
本
船
主
協
会
▼
大
日
本
水
産
会
▼
全
日
本
船
舶
職
員
協
会
▼
日
本
船
舶
機
関
士
協
会
▼
日
本
船
長
協
会
▼
日
本
海
事
広
報
協
会
▼
日
本
水

先
人
会
連
合
会
▼
海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
▼
海
洋
会
、
以
上
各
１
人
▼
個
人
協
力
者（
７
人
）に
顕
彰
会（
４
人
）が
加
わ
り
、
今
回
は
４６
人
で
実
行
委
員
会
を
構
成
し
ま
し
た
。（
順
不
同
）

「戦没船員の碑」の広場

早朝から、受付の準備をする
実行委員の皆さん

参列者がお帰りの時、白菊を手渡す
東京海洋大学海事普及会の皆さん
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本
年
4
月
20
日
、
追
悼
式
を
前
に
、
次
の
戦
没
船
員
な
ら
び
に
殉
職
さ
れ
た
方
々
の

ご
芳
名
を
浄
書
し
た
名
簿
を
「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
奉
安
い
た
し
ま
し
た
。

5
月
12
日
に
執
り
行
わ
れ
た
第
46
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
で
全
国
か
ら
参
列
し

た
方
々
か
ら
、
鎮
魂
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
会
で
は
、
商
船
や
漁
船
乗
船
中
に
海
難
や
事
故
な
ど
で
殉
職
さ
れ
た
船
員
の
調
査

を
行
い
、
ご
遺
族
の
了
承
が
得
ら
れ
た
方
の
ご
芳
名
と
没
年
月
日
を
浄
書
し
た
名
簿
を

「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
奉
安
し
て
い
ま
す
。

戦
没
船
員
に
つ
い
て
、
調
査
な
ら
び
に
ご
遺
族
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
よ
り
新
た
に

判
明
し
た
方
は
、
戦
没
船
員
名
簿
に
登
録
し「
戦
没
船
員
の
碑
」に
奉
安
し
て
い
ま
す
。

戦
没
船
員
（
34
名
）
順
不
同

藤
川

尚
友

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

山
路

巳
吉

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

田
中

賢
一

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

宇
野
津
久
義

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

井
本

勝
男

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

小
野

友
二

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

藍
木

彰

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

立
田

礼
一

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

木
下

文
助

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

灘

才
男

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

近
藤

義
定

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

江
村

初
義

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

藤
本

清

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

野
村

光
徳

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

佐
藤

昭
二

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

本
間

寅
吉

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

金
石

透

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

刀
根

春
雄

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

村
岡

金
吾

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

篠
田

菊
一

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

伊
藤

董

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

菅

光
夫

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

竹
本
勝
次
郎

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

玉
田

芳
夫

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

白
井

武
次

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

馬
場

清

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

大
屋
隆
次
郎

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

稲
元

利
春

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

吉
原

正
人

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

梶
原

彦
助

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

伊
徳

勝
経

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

橋
谷

弘

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

湯
川

重
助

様
（
昭
和
18
年
10
月
7
日
没
）

田
中

貫
一

様
（
昭
和
20
年
7
月
20
日
没
）

殉
職
船
員
（
1
名
）

織
田

邦
彦

様
（
平
成
27
年
7
月
31
日
没
）

戦
没
船
員
34
名
・
殉
職
船
員
1
名

「
戦
没
船
員
の
碑
」
に
新
た
に
奉
安

殉
職
船
員
遺
族
援
護
事
業

海
難
や
労
災
事
故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
が
、
殉
職
船
員
遺
児
援
護
制

度
を
知
ら
な
い
た
め
に
遺
族
が
苦
境
に
お

か
れ
て
い
て
は
大
変
で
す
。

個
人
情
報
保
護
の
関
係
か
ら
事
故
情
報

が
と
り
に
く
い
社
会
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

援
護
金
の
給
付
申
請
や
事
故
情
報
の
提

供
に
、
船
社
や
業
界
団
体
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

返
還
義
務
の
な
い
制
度

当
会
の
殉
職
船
員
遺
族
援
護
事
業
は
、

昭
和
58
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

商
船
な
ど
に
乗
船
中
、
海
難
や
職
務
上

の
事
故
な
ど
で
殉
職
さ
れ
た
船
員
の
遺
児

に
援
護
金
を
給
付
す
る
制
度
で
、
返
還
の

義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

支
給
額
は
1
人
月
額
8
千
円
の
ほ
か
、

入
学
記
念
品
代
と
し
て
小
学
校
入
学
時
に

3
万
円
、
中
学
校
入
学
時
と
高
校
入
学
時

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
1
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

支
給
期
間
は
、
遺
児
が
義
務
教
育
お
よ

び
高
等
学
校
を
終
了
す
る
ま
で
。

詳
し
く
は
、
当
会
事
務
局
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
漁
船
乗
組
員
の
遺
児
の
方
は
、

漁
船
海
難
遺
児
育
英
会（
☎
0
3
�
3
5

1
8
�
6
1
2
1
）が
援
護
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
遺
族
か
ら
の
お
便
り

本
誌
夏
号
で
は
、
殉
職
船
員
ご
遺
族
の

方
々
か
ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
織
田
幸
恵
さ
ん
（
広
島
県
）

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

朝
陽
は
高
校
生
に
な
り
毎
日
野
球
部
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
7
月
9
日
か
ら
始
ま

る
夏
の
大
会
で
の
勝
利
を
め
ざ
し
、
一
丸

と
な
っ
て
練
習
す
る
選
手
た
ち
か
ら
た
く

さ
ん
の
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

有
瑠
は
水
泳
が
始
ま
り
、
楽
し
み
に
学

校
へ
通
っ
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
主
人
の

一
周
忌
で
す
。
子
供
た
ち
が
元
気
に
挑
戦

し
て
い
る
姿
を
主
人
に
見
せ
て
あ
げ
た
い

で
す
。

■
佐
藤
亜
希
さ
ん
（
青
森
県
）

白
い
ご
飯
が
大
好
き
で
毎
日
お
か
わ
り

し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

月
命
日
に
は
毎
月
。
子
供
た
ち
も
一
緒

に
お
墓
参
り
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
大
竹
初
美
さ
ん
（
三
重
県
）

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

一
学
期
も
終
わ
り
つ
つ
あ
り
、
次
女
は

少
し
ず
つ
高
校
生
活
に
慣
れ
て
き
て
い
ま

す
。
通
学
と
宿
題
で
、
毎
日
疲
れ
忙
し
そ

う
に
し
て
い
ま
す
。

長
女
は
、
大
学
3
年
生
に
な
り
ゼ
ミ
が

楽
し
そ
う
で
す
。
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皆
様
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

平
成
27
年
11
月
21
日
以
降
、
平
成
28
年
6
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
次
の
方
々
に
新
た

に
賛
助
会
員
、
協
賛
会
員
と
し
て
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
皆
様
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
の
事
業
運
営
は
、
基
本
財
産
の
運
用
益
の
ほ
か
、
会
員
か
ら
の
会
費
や
寄
付
金
、

海
運
・
水
産
・
旅
客
船
な
ど
の
会
社
お
よ
び
海
事
関
係
団
体
か
ら
の
会
費
や
補
助
金
な

ど
で
、戦
没
・
殉
職
船
員
の
慰
霊
・
顕
彰
と
ご
遺
族
へ
の
援
護
事
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

会
員
制
度
に
は
、
賛
助
会
員
と
協
賛
会
員
が
あ
り
ま
す
。

■
賛
助
会
員
に
は
、
「
法
人
」
と
「
個
人
」
が
あ
り
、
年
会
費
は
◎
法
人
賛
助
会
費
�

1
口
10
万
円
、
◎
個
人
賛
助
会
費
�
1
口
1
万
円
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

■
協
賛
会
員
は「
個
人
」に
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
、
年
会
費
は
1
口
3
千
円
で
す
。

新
た
な
賛
助
会
員
の
皆
様

（
順
不
同
）

○
重
田
育
輝
様
（
羽
曳
野
市
）

○
岡
﨑
久
様
（
武
蔵
野
市
）

新
た
な
協
賛
会
員
の
皆
様

（
順
不
同
）

○
松
野
一
美
様
（
洲
本
市
）
○
藤
井
隆
治

様
（
東
京
都
目
黒
区
）
○
大
類
健
三
郎
様

（
横
浜
市
）
○
鐘
ヶ
江
淳
一
様
（
鎌
倉
市
）

○
堀
出
一
郎
様
（
柏
市
）
○
津
田
芳
子
様

（
兵
庫
県
揖
保
郡
）
○
薮
田
み
ど
り
様
（
羽

曳
野
市
）
○
蔦
谷
文
乃
様
（
印
西
市
）

追
悼
式
献
花
料

（
順
不
同
）

○
伊
藤
郁
子
様
（
東
京
都
大
田
区
）
○
大

圖
富
美
子
様
（
水
戸
市
）
○
小
林
義
隆
様

（
篠
山
市
）
○
中
村
順
子
様
（
船
橋
市
）

○
西
川
克
巳
様
（
神
戸
市
）
○
川
畑
實
恵

様
（
明
石
市
）
○
髙
野
さ
よ
子
様
（
静
岡

市
）
○
水
野
孝
子
様
（
新
潟
市
）
○
栗
田

達
雄
様
（
東
京
都
港
区
）
○
山
岸
信
一
様

（
前
橋
市
）
○
嶋
田
早
苗
様
（
八
幡
市
）

○
中
野
昭
男
様
（
名
古
屋
市
）
○
北
村
禮

子
様
（
東
京
都
江
東
区
）
○
山
本
チ
エ
子

様
（
吹
田
市
）
○
福
士
武
光
様
（
札
幌
市
）

○
棚
池
さ
つ
き
様
（
多
摩
市
）
○
後
藤
美

津
子
様（
横
浜
市
）○
今
田
小
夜
子
様（
川

口
市
）
○
西
本
久
美
子
様
（
越
谷
市
）
○

守
田
忠
様（
名
取
市
）○
飯
田
尚
世
様（
東

京
都
港
区
）
○
津
田
芳
子
様
（
兵
庫
県
揖

保
郡
）
○
山
田
淑
子
様
（
豊
中
市
）
○
福

田
陽
子
様
（
雲
仙
市
）
○
小
野
寺
麗
子
様

（
気
仙
沼
市
）
○
小
澤
恒
雄
様
（
松
江
市
）

○
村
上
菊
野
様
（
北
九
州
市
）
○
福
本
健

治
様（
横
須
賀
市
）○
大
石
美
恵
香
様（
横

浜
市
）
○
全
日
本
海
員
生
活
協
同
組
合
様

（
横
浜
市
）
○
鴨
居
地
区
連
合
町
内
会
様

（
横
須
賀
市
）
○
鴨
居
三
軒
谷
町
内
会
様

（
横
須
賀
市
）
○
横
須
賀
市
東
部
漁
業
協

同
組
合
鴨
居
支
所
様
（
横
須
賀
市
）
○
浪

速
タ
ン
カ
ー
㈱
様
（
東
京
都
港
区
）
○
鶴

丸
海
運
㈱
様
（
北
九
州
市
）
○
宮
越
和
子

様
（
佐
倉
市
）
○
海
員
組
合
職
員
Ｏ
Ｂ
全

国
会
様
（
東
京
都
港
区
）
○
高
等
商
船
学

校
二
期
生
会
様
（
横
浜
市
）
○
北
沢
昌
永

様
（
横
浜
市
）
○
宮
越
健
郎
様
（
佐
倉
市
）

○
横
浜
緑
ヶ
丘
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
Ｏ
Ｂ
会
様
（
横
浜
市
）
○
宮
越
あ
き
お

様
（
佐
倉
市
）
○
（
一
財
）
全
日
本
海
員

福
祉
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京
都
港
区
）
○
日

本
内
航
海
運
組
合
総
連
合
会
様
（
東
京
都

千
代
田
区
）
○
米
山
隆
昭
様
（
東
京
都
北

区
）
○
荒
谷
秀
治
様
（
横
浜
市
）
○
（
一

財
）
船
員
保
険
会
会
長
坂
野
泰
治
様
（
東

京
都
渋
谷
区
）
○
（
一
財
）
船
員
保
険
会

常
務
理
事
中
澤
政
光
様（
東
京
都
渋
谷
区
）

○
小
林
さ
か
え
様
（
東
京
都
目
黒
区
）
○

長
野
ヨ
ネ
子
様
（
東
京
都
中
野
区
）
○
松

本
三
七
一
様
（
姫
路
市
）
○
豊
丸
漁
業
㈲

様
（
横
須
賀
市
）
○
住
吉
漁
業
㈱
様
（
三

浦
市
）
○
（
一
財
）
日
本
航
路
標
識
協
会

様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
全
国
海
運
組

合
連
合
会
様（
東
京
都
千
代
田
区
）○（
公

財
）
海
技
資
格
協
力
セ
ン
タ
ー
様
（
東
京

都
千
代
田
区
）
○
（
一
財
）
日
本
船
員
厚

生
協
会
様
（
横
浜
市
）
○
（
一
社
）
日
本

中
小
型
造
船
工
業
会
様
（
東
京
都
千
代
田

区
）
○
船
主
団
体
内
航
労
務
協
会
様
（
東

京
都
千
代
田
区
）
○
（
公
財
）
水
交
会
様

（
東
京
都
渋
谷
区
）
○
（
公
財
）
偕
行
社

様（
東
京
都
千
代
田
区
）○
東
郷
会
様（
東

京
都
渋
谷
区
）
○
（
一
社
）
外
航
船
員
医

療
事
業
団
様
（
東
京
都
千
代
田
区
）
○
海

翔
会
様
（
東
京
都
港
区
）
○
三
輪
史
郎
様

（
富
里
市
）
○
三
宅
弘
様
（
逗
子
市
）
○

横
浜
海
員
会
館
様
（
横
浜
市
）
○
福
岡
海

寿
会
様
（
福
岡
市
）
○
曽
根
幸
雄
様
（
横

浜
市
）
○
才
津
俊
朗
様
（
横
浜
市
）
○
小

松
和
夫
様
（
横
浜
市
）
○
南
七
郎
様
（
新

潟
県
岩
船
郡
）
○
五
十
嵐
温
彦
様
（
大
和

市
）
○
全
国
海
員
学
校
同
窓
会
様
（
新
座

市
）
○
金
沢
輝
雄
様
（
横
浜
市
）
○
鳥
羽

商
船
同
窓
会
様
（
鳥
羽
市
）
○
坂
元
茂
昭

様
（
赤
穂
市
）
○
山
下
義
韶
様
（
神
奈
川

県
中
郡
）
○
深
田
順
一
様
（
三
重
県
多
気

郡
）
○
飯
田
喜
久
三
様
（
東
京
都
渋
谷
区
）

○
多
胡
明
美
様
（
小
金
井
市
）

寄
付
金

（
順
不
同
）

○
後
藤
美
津
子
様
（
横
浜
市
）
○
今
田
小

夜
子
様（
川
口
市
）○
柴
田
美
智
子
様（
神

戸
市
）
○
津
田
芳
子
様
（
兵
庫
県
揖
保
郡
）

○
宮
川
績
様
（
平
塚
市
）
○
小
野
寺
功
一

様
（
気
仙
沼
市
）
○
橋
本
進
様
（
藤
沢
市
）

○
宮
本
正
男
様
（
三
浦
市
）
○
武
智
弘
忠

様
（
伊
予
市
）
○
毛
利
昂
志
様
（
東
京
都

練
馬
区
）
○
田
子
の
ぶ
子
様
（
上
田
市
）

○
藤
井
栄
子
様
（
上
尾
市
）
○
猪
股
貞
雄

様
（
清
瀬
市
）
○
山
本
チ
エ
子
様
（
吹
田

市
）
○
河
井
賢
二
様
（
江
田
島
市
）
○
福

岡
昭
七
様（
直
方
市
）○
藤
原
清
孝
様（
玉

野
市
）
○
齋
藤
延
子
様
（
上
尾
市
）
○
北

沢
昌
永
様
（
横
浜
市
）
○
森
邦
弘
様
（
横

浜
市
）
○
前
田
俊
文
様
（
志
摩
市
）
○
高

野
豊
様
（
横
浜
市
）

遺
族
援
護
寄
付
金

○
海
事
思
想
普
及
研
究
会
様
（
神
戸
市
）

終
戦
記
念
日
献
花
式
供
花
料

○
米
山
隆
昭
様
（
東
京
都
北
区
）

戦
時
徴
用
船
の
最
期

大
久
保
一
郎
遺
作
展
寄
付
金
（
順
不
同
）

○
重
田
育
輝
様
（
羽
曳
野
市
）
○
吉
田
博

之
様
（
鎌
倉
市
）
○
白
鶯
裕
彦
様
（
東
京

都
目
黒
区
）
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戦
没
船
員
ご
遺
族
や
軍
人
ご
遺
族
の
ほ
か
、
海
事
関
係
者
や
報
道
、
研
究
者
、
一
般

の
皆
様
か
ら
、
電
話
や
メ
ー
ル
等
で
調
査
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

昨
年
は
終
戦
70
年
の
節
目
で
あ
り
第
45
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
に
は
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
月
、
天
皇
陛
下
は
82
歳
の
誕
生
日
に

際
し
、
戦
没
船
員
へ
の
思
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
（
1
面
参
照
）

各
報
道
機
関
が
、
こ
の
こ
と
を
大
々
的
に
報
道
し
ま
し
た
。
結
果
、
戦
没
船
員
遺
族

か
ら
、「
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
を
、ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
。父
は
戦
没
船
員
の
碑
に

奉
安
さ
れ
て
い
る
か
」
と
の
問
い
合
わ
せ
も
、
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、戦
時

徴
用
船
の
記
録
画
展
に
訪
れ
た
ご
遺
族
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
依
頼
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
男
性
（
元
船
員
）

小
生
は
昭
和
20
年
4
月
、
東
京
の
水
産

講
習
所
に
入
学
。
即
日
海
軍
予
備
生
徒
に

編
入
さ
れ
4
ヶ
月
後
終
戦
を
迎
え
ま
し

た
。
昭
和
の
初
め
か
ら
焼
津
の
漁
船

1
1
3
隻
が
陸
・
海
軍
に
徴
用
さ
れ
、
93

隻
が
沈
没
・
被
害
。
戦
没
者
4
0
5
人
と

記
録
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
4
年
に
「
漁
船
の
太
平
洋
戦
争
」

が
上
梓
さ
れ
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

本
書
の
最
後
に
「
戦
没
船
員
の
碑
」
の
記

事
が
あ
り
、
漸
く
友
人
二
人
と
訪
問
し
ま

し
た
。
次
の
事
項
に
つ
い
て
ご
教
示
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

①
戦
没
船
員
で
軍
属
の
身
分
が
つ
い
た
方

と
そ
う
で
な
い
方
の
区
別
は
。
ま
た
、
靖

国
神
社
に
祀
ら
れ
て
な
い
方
が
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

②
碑
に
納
め
ら
れ
て
い
る
名
簿
は
商
船
の

船
員
で
、
漁
船
員
の
名
簿
は
納
め
ら
れ
て

い
ま
す
か
。
（
質
問
・
意
見
は
要
旨
）

【
回
答
】

①
当
会
の
戦
没
船
員
名
簿
は
、
昭
和
40
年

代
初
め「
戦
没
船
員
の
碑
」建
立
を
前
に
、

当
時
の
厚
生
省
の
原
簿
を
書
き
写
し
作
成

し
た
も
の
で
す
。
軍
の
徴
用
船
や
国
の
管

理
下
に
あ
っ
た
船
に
船
員
と
し
て
乗
船
さ

れ
戦
死
さ
れ
た
6
万
余
の
方
々
で
す
。

徴
用
さ
れ
た
特
設
艦
船
（
監
視
艇
を
含

む
）
に
、
船
員
が
軍
人
と
し
て
召
集
（
予

備
軍
人
を
含
む
）
さ
れ
て
乗
組
み
戦
死
さ

れ
た
方
々
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
軍

人
以
外
の
戦
没
船
員
は
含
み
ま
す
。

遺
族
等
援
護
法
が
昭
和
27
年
国
会
に
上

程
さ
れ
ま
し
た
が
、
軍
の
徴
用
船
に
乗
組

ん
で
い
た
船
員
が
対
象
で
、
船
舶
運
営
会

管
理
船
の
船
員
は
対
象
外
で
し
た
が
、
労

働
組
合
、
遺
族
会
等
の
運
動
で
、
戦
没
し

た
全
て
の
船
員
を
対
象
と
す
る
援
護
法
が

28
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
軍
徴
用
船

以
外
の
国
の
管
理
船
で
戦
没
さ
れ
た
船
員

も
軍
属
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。）

ま
た
、
戦
没
さ
れ
た
船
員
の
方
々
は
、

昭
和
30
年
代
ま
で
に
は
全
て
靖
国
神
社
に

合
祀
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

②
漁
船
の
戦
没
船
員
の
方
々
は
奉
安
さ
れ

て
い
ま
す
。
奉
安
さ
れ
て
い
る
6
万
余
人

を
商
船
、
機
帆
船
、
漁
船
に
分
け
る
こ
と

は
原
簿
が
区
分
さ
れ
て
い
な
い
た
め
困
難

で
す
が
、
そ
の
後
の
船
会
社
等
へ
の
照
合

等
に
よ
り
商
船
（
1
0
0
ト
ン
以
上
の
鋼

船
）
の
船
員
は
約
3
万
人
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
て
お
り
、
機
帆
船
、
漁
船
の
方
々

は
約
3
万
人
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
戦
没
船
員
の
碑
」
は
、
政
府
補
助
金
、

関
係
団
体
の
寄
付
金
、船
員
や
Ｏ
Ｂ
船
員
、

一
般
の
方
々
か
ら
の
募
金
に
よ
り
、
昭
和

46
年
に
建
立
し
、
そ
の
後
、
御
製
碑
、
御

歌
碑
、
行
幸
啓
お
成
り
の
碑
等
は
当
会
が

建
立
し
ま
し
た
。
こ
の
碑
を
含
め
「
戦
没

船
員
の
碑
」は
全
て
神
奈
川
県
に
採
納
し
、

神
奈
川
県
が
観
音
崎
公
園
と
と
も
に
管
理

し
て
お
り
ま
す
。

当
会
で
は
、
毎
年
5
月
に
「
戦
没
船
員

の
碑
」
で
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
を
ご

遺
族
は
じ
め
政
府
・
行
政
機
関
、
海
事
関

係
者
の
参
列
に
よ
り
執
り
行
っ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
、
終
戦
か
ら
70
年
の
節
目
で

も
あ
り
、
6
月
10
日
に
第
45
回
追
悼
式
を

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を
賜
り
執
り

行
い
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
は
、
当
会
の

事
業
運
営
に
反
映
さ
せ
、
戦
没
さ
れ
た
船

員
の
慰
霊
・
顕
彰
と
悲
惨
な
戦
争
を
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
海
洋
永
遠
の
平
和
と

安
全
を
希
求
し
て
い
く
所
存
で
す
。

戦
没
船
員
功
績
等
調
査
事
業

第
46
回
追
悼
式
場
で
能
楽
「
海
霊
」

を
、
晴
天
の
も
と
に
奉
納
し
た
。

能
楽
「
海
霊
」
は
、
戦
没
船
員
と
生

死
を
共
に
さ
れ
た
、
宮
越
賢
治
船
長
が

御
霊
の
鎮
魂
と
功
績
を
後
世
に
継
承
す

る
た
め
に
作
詞
さ
れ
、
自
ら
シ
テ
（
主

役
）
と
な
っ
て
昭
和
46
年
5
月
6
日
の

第
1
回
追
悼
式
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

宮
越
船
長
は
、
昭
和
61
年
に
亡
く
な

ら
れ
ま
し
た
が
、
以
来
今
日
ま
で
観
世

一
門
に
よ
り
、
途
絶
え
る
こ
と
な
く
継

承
さ
れ
、奉
納
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

能
楽「
海
霊
」奉
納
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井
関
能
雄
さ
ん
か
ら
戦
後
70
年
の
節
目

の
第
45
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
を
、

ニ
ュ
ー
ス
で
知
っ
た
「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
お
父
上
が
奉
安
さ
れ
て
い
る
か
問
い
合

わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
お
礼
の
お
手
紙
と
と
も
に
、
所
感

を
綴
っ
た
「
72
年
目
の
真
実
」
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

72
年
目
の
真
実

戦
没
船
員
遺
族

井
関
能
雄

2
0
1
5
年
、
平
成
27
年
6
月
10
日
、

例
年
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
「
今
日
は
、

妻
（
房
子
）
の
誕
生
日
だ
な
」
と
い
う
漠

た
る
意
識
に
包
ま
れ
て
迎
え
た
夕
刻
、
ニ

ュ
ー
ス
を
確
認
し
よ
う
と
、
テ
レ
ビ
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
し
て
飛
び
込
ん
で
き
た
画
像

は
、
天
皇
陛
下
と
美
智
子
皇
后
が
、
戦
後

70
年
の
節
目
に
あ
た
っ
て
、
昭
和
46
年
よ

り
毎
年
、
開
催
さ
れ
て
い
る
「
戦
没
・
殉

職
船
員
追
悼
式
」
で
献
花
さ
れ
て
い
る
光

景
で
あ
つ
た
。
3
・
11
東
北
大
震
災
や
阪

神
淡
路
大
震
災
な
ど
の
被
災
地
お
よ
び
被

災
者
へ
の
そ
の
時
々
の
見
舞
い
或
い
は
、

第
2
次
大
戦
の
惨
禍
の
痕
を
留
め
る
太
平

洋
の
戦
地
へ
の
ご
訪
問
な
ど
、天
皇
陛
下
、

美
智
子
皇
后
な
ら
で
は
の
細
や
か
な
お
心

遣
い
を
目
に
し
て
い
る
者
と
し
て
は
、
そ

の
一
端
を
ま
た
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と

思
っ
た
の
で
あ
る
が
、
開
催
場
所
が
横
須

賀
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
殉
職
船
員
の
二

つ
の
事
実
が
重
な
っ
た
時
、
稲
妻
の
閃
き

に
も
似
た
衝
撃
が
、
一
気
に
72
年
前
に
記

憶
を
引
き
戻
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

私
、
井
関
能
雄
が
こ
の
世
に
生
を
享
け

た
の
は
、
1
9
4
3
年
、
昭
和
18
年
5
月

15
日
、
そ
れ
か
ら
72
年
の
月
日
を
重
ね
た

2
0
1
5
年
、
平
成
27
年
6
月
を
迎
え
て

そ
の
出
自
に
つ
い
て
、
い
ま
い
ち
明
ら
か

で
な
か
っ
た
も
の
が
、
一
筋
の
光
明
を
得

た
思
い
で
あ
っ
た
。

父
・
鶴
雄
は
、
三
井
船
舶
の
船
長
、
国

際
航
路
を
巡
航
す
る
船
舶
員
で
あ
っ
た
。

時
代
は
、
一
部
軍
人
、
政
治
家
の
〝
八
紘

一
宇
〞
の
妄
想
に
駆
ら
れ
た
暴
走
の
成
す

が
ま
ま
、
た
だ
ひ
た
す
ら
大
東
亜
圏
の
栄

華
を
掴
ま
ん
と
戦
火
の
只
中
に
猛
進
し
て

い
た
太
平
洋
戦
争
の
さ
な
か
の
こ
と
。「
お

国
の
た
め
」
の
御
言
葉
の
前
に
は
、
誰
彼

の
別
な
く
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
下
に

あ
っ
た
時
代
、
軍
事
物
資
の
輸
送
の
任
で

徴
用
さ
れ
た
一
員
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
戦

死
に
よ
る
扱
い
と
し
て
〝
準
軍
属
〞
な
る

立
場
を
与
え
ら
れ
た
も
の
の
、
民
間
人
で

あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
と
し
て
あ

る
。
い
ま
、
議
論
さ
れ
て
い
る
安
全
法
制

で
避
け
て
通
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
「
後

方
支
援
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
何
の
軍
備

も
な
い
文
字
通
り
丸
裸
に
等
し
い
民
間
の

船
舶
が
、
米
国
の
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を

受
け
た
と
し
た
ら
、
結
果
は
想
像
に
難
く

な
い
。
一
撃
の
も
と
に
、
3
月
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
極
寒
の
さ
な
か
に
あ
る
北
太
平

洋
の
海
底
に
沈
め
ら
れ
た
と
、
生
前
の
母

か
ら
は
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
で
と
聞
か
さ
れ

て
き
た
が
、
本
年
、
ウ
ル
ッ
プ
沖
で
あ
っ

た
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

後
追
い
の
よ
う
な
展
開
で
恐
縮
で
す

が
、
父
が
、
乗
船
し
た
の
は
、
明
石
山
丸
。

母
の
話
し
に
よ
る
と
、
一
航
海
終
え
て
帰

っ
て
き
た
ば
か
り
で
、次
の
航
海
か
ら
は
、

船
長
と
し
て
の
航
海
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

し
か
し
、
明
石
山
丸
が
出
航
す
る
に
あ

た
っ
て
、
運
転
士
に
病
気
の
た
め
に
欠
員

が
生
じ
た
こ
と
へ
の
緊
急
補
充
の
必
要
に

迫
ら
れ
た
と
い
う
。
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
の
を
見
兼
ね
て
、
他
人
が
窮
地
に
あ
る

の
を
見
て
置
く
こ
と
の
出
来
な
い
性
格
だ

っ
た
と
い
う
父
が
代
替
要
員
と
し
て
乗
り

込
む
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
こ
の
件

に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
に
も
好

人
物
過
き
る
面
に
つ
い
て
の
評
価
は
別
と

し
て
、
一
応
、
生
後
10
ケ
月
で
顔
す
ら
も

覚
え
て
い
な
い
父
の
こ
と
を
誇
ら
し
く
も

思
う
こ
と
に
し
よ
う
と
務
め
て
き
た
。

こ
れ
が
偽
ら
ざ
る
心
情
で
あ
る
。
し
か

し
、
で
あ
る
。
そ
の
一
種
、
美
談
に
も
聞

こ
え
か
ね
な
い
交
代
乗
船
に
つ
い
て
、
本

年
、
知
り
え
た
事
実
を
前
に
、
愕
然
と
す

る
と
同
時
に
、
改
め
て
人
間
の
悲
し
い
ま

で
の
性
と
、
そ
れ
以
上
に
好
ま
ざ
る
選
択

を
否
応
な
く
強
い
る
戦
争
の
不
条
理
に
対

し
て
の
、
抑
え
よ
う
の
な
い
憤
り
を
感
じ

た
。
そ
れ
は
、
情
報
と
し
て
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
「
商
船
が
語
る
太
平
洋
戦
争‐

商
船
三
井
戦
時
船
史
」
の
「
明
石
山
丸
」

の
く
だ
り
に
記
述
さ
れ
て
い
る
猪
塚
船
長

の
「
お
お
っ
ぴ
ら
に
は
言
え
な
い
が
こ
の

戦
争
は
負
け
る
。
今
度
は
恐
ら
く
生
き
て

帰
れ
な
い
だ
ろ
う
。
中
に
は
診
断
書
を
書

い
て
貰
っ
て
乗
船
し
な
い
も
の
も
い
る

が
、
自
分
は
そ
ん
な
卑
怯
な
こ
と
は
出
来

な
い
」
と
の
遺
書
に
も
等
し
い
言
葉
を
目

に
し
た
時
、
恐
ら
く
父
も
同
様
の
心
境
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
無
念
に
思

い
を
馳
せ
る
し
か
な
い
。
代
わ
っ
て
や
る

こ
と
も
叶
わ
ぬ
わ
が
身
を
嘆
く
の
み
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
72
年
目
の
真
実
を
前

に
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
が
、
人
間
に
不
条
理
を
強
い
る
こ
と
し

か
な
い
戦
争
は
絶
対
に
起
こ
し
て
は
な
ら

な
い
、
の
一
事
し
か
な
い
。

こ
の
7
月
31
日
の
猛
暑
下
、
妻
を
伴
っ

て
横
須
賀
市
観
音
崎
公
園
に
建
立
さ
れ
た

「
戦
没
船
員
の
碑
」
を
お
と
ず
れ
た
。
6

万
人
か
ら
の
民
間
人
た
る
船
舶
従
事
者
を

弔
う
「
安
ら
か
に
ね
む
れ

わ
が
友
よ

波
静
か
な
れ

と
こ
し
え
に
」
の
鎮
魂
歌

を
前
に
、
追
悼
の
思
い
と
は
別
に
、
父
親

と
の
絆
を
断
た
れ
た
空
白
感
が
生
ん
だ
、

こ
の
40
年
余
、
わ
が
子
へ
の
父
親
と
し
て

の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
程
遠
か
っ
た
己
が
振

舞
い
へ
の
悔
悟
の
念
が
強
く
去
来
し
た
こ

と
を
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
記
し
て
お
き
た

い
。
最
後
に
、
私
が
72
年
間
、
父
と
の
絆

を
経
験
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
己
が
出
自

へ
の
確
認
が
出
来
た
こ
と
を
含
め
、
新
た

な
人
生
へ
の
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
、
そ
し
て
、
こ
れ
は

奇
遇
で
す
が
、
毎
年
、
私
の
誕
生
日
で
あ

る
5
月
15
日
に
「
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼

式
」
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
殉

職
船
員
顕
彰
会
の
皆
様
方
に
、
改
め
て
深

い
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
す
。
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戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
で
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
が
演
奏
す
る
、
海
に
殉

じ
た
人
々
へ
の
鎮
魂
曲
「
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
」
の
由
来
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
で
、
参
列
さ

れ
た
方
々
が
、
御
霊
に
献
花
を
捧
げ
る
時

に
、
流
れ
る
鎮
魂
曲
「
君
は
帰
る
母
な
る

海
へ
」の
由
来
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

わ
が
国
は
海
洋
国
で
あ
り
な
が
ら
、
こ

れ
ま
で
海
に
殉
じ
た
人
々
に
捧
げ
る
鎮
魂

曲
は
無
い
に
等
し
い
と
い
う
状
態
で
し

た
。こ

の
こ
と
か
ら
平
成
11
年
、
「
日
本
海

事
広
報
協
会
」
と
「
日
本
殉
職
船
員
顕
彰

会
」
は
、
海
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の
鎮

魂
の
た
め
の
曲
を
共
同
で
制
作
す
る
こ
と

を
決
定
し
、
そ
の
制
作
資
金
を
広
く
募
集

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
11
年
5
月
、
制
作
資
金
募
集
に
あ

た
り
日
本
海
事
広
報
協
会
は
、
海
に
殉
じ

た
人
々
へ
の
鎮
魂
歌
（
葬
送
曲
）
の
制
作

を
決
定
し
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
道

発
表
し
ま
し
た
。

『
日
本
海
事
広
報
協
会
と
日
本
殉
職
船

員
顕
彰
会
が
共
同
で
、
海
に
関
わ
り
、
海

に
殉
じ
た
人
々
へ
の
鎮
魂
歌
（
葬
送
曲
）

の
制
作
を
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。わ
が
国
は
四
面
を
海
に
囲
ま
れ
、

古
来
、
海
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
享
け

る
こ
と
に
よ
り
、
今
日
の
豊
か
な
国
を
築

き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の

大
い
な
る
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
同
時

に
、
そ
の
犠
牲
と
な
っ
た
多
く
の
人
々
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
残

念
な
こ
と
に
、
海
洋
国
で
あ
り
な
が
ら
、

現
在
、
我
が
国
に
は
、
海
で
亡
く
な
っ
た

人
々
の
た
め
の
葬
送
曲
が
な
く
、
追
悼
式

な
ど
で
演
奏
さ
れ
る
曲
は
、
ど
れ
も
外
国

の
曲
ば
か
り
と
い
う
状
態
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
た
び
海
事
関
係
団
体
の

皆
様
方
の
ご
推
奨
の
も
と
、
作
曲
家
の
都

倉
俊
一
氏
と
作
詞
家
の
星
野
哲
郎
氏
の
協

力
を
得
て
、
海
の
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
の

鎮
魂
の
た
め
の
歌
を
作
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
鎮
魂
歌
の
制
作
資
金

に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
く
一
般
の
人
々
の

寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
』

と
し
て
、
鎮
魂
歌
の
制
作
に
着
手
し
た
。

平
成
12
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
、
マ
リ

ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
0
「
ロ
マ
ン
を
も

と
め
て

―

海
と
歌

―

」（
主
催
・

日
本
海
事
広
報
協
会
、日
本
海
事
新
聞
社
）

で
、
海
事
関
係
団
体
や
多
く
の
人
々
の
ご

支
援
、
ご
協
力
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
海

に
殉
じ
た
人
々
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
（
鎮
魂

歌
）
『
君
は
帰
る
母
な
る
海
へ
』
が
、
ボ

ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
の
歌
で
、
初
め
て
披
露

さ
れ
た
。（
歌
詞
は
著
作
権
に
よ
り
省
略
）

平
成
11
年
5
月
21
日
号
の「
海
上
の
友
」

（
日
本
海
事
広
報
協
会
発
行
）
に
、
作
詞

家
・
星
野
哲
郎
さ
ん
が
、
「
勇
気
と
優
し

さ
を
兼
ね
備
え
、
い
つ
も
先
頭
に
立
っ
て

任
務
に
専
念
し
て
い
た
友
が
、
海
に
殉
じ

た
。
前
触
れ
も
な
く
訪
れ
る
、
こ
の
よ
う

な
別
れ
を
、
あ
と
に
残
る
者
は
ど
の
よ
う

に
納
得
す
れ
ば
よ
い
か
。
そ
れ
に
は
『
友

は
、
母
な
る
海
の
懐
に
帰
っ
て
い
っ
た
の

だ
』
と
歌
う
し
か
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う

の
が
私
の
考
え
で
す
。
平
和
な
時
も
、
戦

の
時
も
海
は
日
本
の
生
命
線
で
す
。
そ
の

最
先
端
に
在
っ
て
、
海
の
安
全
を
守
る
、

真
の
勇
者
た
ち
の
安
全
を
切
に
願
っ
て
こ

の
詩
を
さ
さ
げ
ま
す
」
。
作
曲
家
・
都
倉

俊
一
さ
ん
は
、
「
日
本
の
葬
送
曲
に
は
た

と
え
ば
『
海
ゆ
か
ば
』
と
い
う
心
に
し
み

こ
む
音
楽
が
あ
る
。
し
か
し
、
ど
う
し
て

も
戦
争
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
そ
こ
で
若

い
人
に
も
受
け
入
れ
や
す
く
、
21
世
紀
に

歌
い
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
も
の
と
考
え

た
。
あ
ま
り
暗
く
な
く
、
心
に
な
ご
む
曲

に
し
た
」
と
鎮
魂
曲
へ
の
思
い
を
寄
せ
た

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

第
30
回
戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
（
平

成
12
年
5
月
15
日
）は
、天
皇
、皇
后
両
陛

下
の
行
幸
啓
の
も
と
に
執
り
行
わ
れ
た
。

海
上
自
衛
隊
横
須
賀
音
楽
隊
に
よ
り
、

吹
奏
楽
用
に
編
曲
さ
れ
た
「
君
は
帰
る
母

な
る
海
へ
―
海
に
殉
じ
た
人
々
へ
の
レ
ク

イ
エ
ム
（
鎮
魂
曲
）
」
が
追
悼
式
で
は
じ

め
て
演
奏
さ
れ
鎮
魂
曲
が
流
れ
る
中
、
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
供
花
、
参
列
者
の

献
花
が
捧
げ
ら
れ
た
。

以
来
、戦
没
・
殉
職
船
員
追
悼
式
で
は
、

日
本
海
事
広
報
協
会
と
日
本
殉
職
船
員
顕

彰
会
が
共
同
で
制
作
し
た
、
鎮
魂
曲
「
君

は
帰
る
母
な
る
海
へ
」
の
演
奏
が
お
ご
そ

か
に
流
れ
る
中
で
、「
海
洋
永
遠
の
平
和
と

安
全
」
を
願
い
、
戦
没
船
員
・
殉
職
船
員

の
御
霊
に
追
悼
の
献
花
を
行
っ
て
い
る
。

海
に
殉
じ
た
人
々
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム（
鎮
魂
曲
）

〜

君
は
帰
る
母
な
る
海
へ

〜

ホームページ http : //www.kenshoukai.jp E メール kenshoukai@isis.ocn.ne.jp

「安らかに ねむれ わが友よ 波
静かなれ とこしえに」と刻まれた
碑文石に捧げられた白菊の花

追悼式で「君は帰る母なる海へ」を
奏でる海上自衛隊横須賀音楽隊
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